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論文内容の要旨
マノレテンサイト変態は材料開発において非常に重要な現象であり『特に加工変形により促進される歪
誘起マノレテンサイ ト変態は，鉄基合金の材料特性を追求するうえで注目されている。しかし，その詳細
については依然として不明な点が多く，特に rU.c.c.)→イ (b.c.c.)マルテンサイト変態の機
構解明は相変態の基本としてのみならず，実用上も非常に重要である。本論文は，低積層欠陥エネルギー
鉄基合金の歪誘起 T→α" ノレテンサイト変態の機構を超高電圧電顕によるその場実験法を用いて動的
に解明することを目的としたものであり，次の5章より成っている。
第I章は諸論であり， ，;レテンサイト変態の特徴および現時点における問題点について述べており，
本論文の位置づけを行なっている。
第2章では，Fe-Cr-Ni合金を用いて電顕内その場変形を行ない，その際に起こる歪誘起 7→ α"
Jレテンサイト変態を詳細に観察し，母相中の 7双品がα" ;レテンサイト品形成に先行して形成される
こと，および形成条件によって形成速度の異なる 2種類のイマノレテンサイト変態のあることを動的に
実証している。さらに，これらの結果に基づいて2重努断変形機構に基づく新しいマノレテンサイト晶形
成模型を提案している。
第3章では，r 相中でε，;レテンサイト品が先行して形成する場合に観察される α'，;レテンサイト
晶の結晶学的な特徴ならびに成長の過程について調べ，r相の方位との関係を明らかにしている。つい
で，これらの結果に基づいてこの種のイマルテンサイト品の形成および成長の模型を提案している。
第4章では， α'，;レテンサイト品の成長における 2次契断変形の寄与について調べている。その結
果， α'マノレテンサイト晶形成初期における主および2次勢断変形の組み合わせは，成長段階において
436ー
種々の原因のためにイアルテンサイト晶界面付近で変化する場合のあること，およびその時には界面
成長が局所的に不規則になってイマルテンサイト晶が複雑な形態をとることを明らかにしている O さ
らに，イマルテンサイト品が焼鈍双晶境界に沿って形成する場合には，対称性のある微細内部組織を
もっ特異な形態をとることを明らかにし，その原因について考察している。
第5章は結論であり，本論文において得られた結果をまとめている O
論文の審査結果の要旨
最近種々の機能性で注目を浴びているマルテンサイト変態は，材料，特に鉄基合金の強度および靭性
の向上にとって極めて重要で、あると同時に，相変態の機構解明の糸口ともなる現象であるO しかし，そ
の変態機構は極めて複雑であり，特に r(f.c.c.)→α'(b.c.c.)変態については数多くの研究に
もかかわらず不明な点が多い。本論文はこの 7→イ変態について，形成機構がある程度制御し易い歪
誘起マルテンサイトを取り上げ，さらに種々の努断変形が選択可能な低積層欠陥エネルギー鉄基合金で
あるFe-Cr-Ni合金について，超高電圧電顕によるその場実験法を用いて動的にその形成機構を調べ
たもので，その結果を要約すると次のようになる O
(1) マルテンサイト変態の生成ならびにその後の成長は，何れも母相中に最初に形成される主勇断変形
とそれによって誘発される 2次努断変形によっで決定され，主努断変形が 7双晶の時に最も起こり易
いことを確かめている O
(2) r双晶が優先して形成される場合のマンテンサイト変態は r双晶を生じた粒界またはマルテン
サイト晶界面から発生すると同時にそれら 7双晶に沿って成長すること，および T双晶の形成条件に
よって形成速度の異なる 2種類のマルテンサイト変態のあることを明らかにしているO
(3) ε晶(h.C.P.)形成が先行する場合には，特定な関係にある 2種類の ε品が交文することによっ
てマルテンサイト変態が促進されること，およびそれらが互いに合体して大きく成長することを確か
めている。
(4) 以上の結果に基づいて新しいマルテンサイト晶形成模型を提案している O
以上のように本論文は種々の条件下における 7→イマルテンサイト変態の特性とその機構を動
的に解明したもので，材料工学ならびに金属物理学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める O
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